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国
庫
支
出
金

地
方
交
付
税

分
担
金
負
担
金
・

使
用
料
及
び

手
数
料

15.23
億
円

13.44
億
円

繰
入
金

寄
附
金
・

諸
収
入
・

財
産
収
入
　

7.66
億
円

県
支
出
金

2.38
億
円

地
方
譲
与
税

及
び
各
種
交
付
金
等

2.36
億
円

村
税

6.90
億
円

1.51
億
円

繰
越
金

1.71
億
円

0.49
億
円

村
債
　

8.86
億
円

400万円
前年度比
0.42％減

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
10
日（
火
）か
ら
18
日（
水
）ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、
人
事
１
件
、
条
例
改
正
８
件
、
村
道
認
定
廃
止
５
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
２
件
、
令
和
７
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
７
件
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
，６
０
０
万
円
の
減（
▲
０
・

42
％
）の
予
算
と
な
っ
た
。

定 例 会
月３

ほいほい広場遊具設置委託
　ほいほい広場に新たにイ

※
ンクルーシブ遊具を整備するもの。

※インクルーシブ遊具
障害の有無、年齢、性別、国籍に
関わらず、すべての子供が一緒に
安全に遊べるように設計された遊
具です。

岩野地区定住促進住宅整備測量・
設計業務委託
　岩野地区に新たな定住促進住宅を３棟整備す
るための測量設計業務を委託するもの。

歳入

主な新規事業等

予算額
220 万円

予算額
750 万円
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民
生
費

総
務
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

29.99
億
円

5.46
億
円

4.76
億
円

4.61
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

4.44
億
円

2.94
億
円

2.36
億
円

土
木
費

2.01
億
円

消
防
費

1.93
億
円

議
会
費

1.44
億
円

予
備
費

0.55
億
円

災
害
復
旧
費
・

諸
支
出
金
・

労
働
費

0.05
億
円

60億5,一般会計
当初予算

湯山地区簡易水道施設
整備工事
　湯山地区水道施設の老朽化に伴い新たに施設を
整備するもの。

学校教材費助成金
　これまで保護者が負担していた学校教材費に対
する助成金。

（保護者の手続き不要）

陸上競技場整備事業
　陸上競技場整備のための用地造成後に
400 ｍトラック本体やその他必要な施設
を整備するもの。

歳出

予算額
15 億 1,060 万円

予算額
248 万４千円

予算額
２億 2,000 万円
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970万円
前年度比　2.02％減

令和８年度特別会計当初予算 7億8,610万円
前年度比　2.55％増

令和８年度公営企業会計当初予算 5億2,859万円
前年度比　24.42％増

令和８年度全会計予算  総額  73億6,869万円

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

2億7,300万円
前年度比　1.69％減

国民健康保険特別会計（直診勘定）予算

介護保険特別会計予算

簡易水道事業会計予算

4億4,950万円
前年度比　4.00％増

3億1,234万円
前年度比　86.92％増

後期高齢者医療特別会計予算

下水道事業会計予算

5,390万円
前年度比　15.42％増

2億1,625万円
前年度比　16.10％減

　Ａ．水上学園
　市房ダム建設によって水没する事になった旧水上
中学校。
　昭和34年（1959年）１月20日、水上村は、水上中学
校を湯前町字塩利5131番地の１に湯前町議会の同意
を得て建築する事にしました。
　同年８月28日に中学校体育館が完成し、昭和35年
（1960年）２月７日、水上中学校校舎が完成しました。
　この年の春、水上中学校生徒によるダム湖畔へ桜の
植樹が開始され、この時の桜が後に「日本一の桜の里」
を誕生させる事になりました。
　今後も大切に育てていきたいものですね。

市
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令和８年度当初予算審議は委員会形式

◆
主
な
質
疑

山
崎
隆
浩
議
員

本
年
度
よ
り
消
防
団
の

組
織
再
編
が
行
わ
れ
た

が
、
団
員
報
酬
又
分
団

助
成
金
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
か
。

総
務
課
長

報
酬
は
４
月
よ
り
直
接

団
員
に
支
給
。
分
団
助

成
金
は
今
ま
で
の
約
３

倍
に
増
や
し
、
団
員
か

ら
の
徴
収
は
し
な
い
。

米
本
宗
徳
議
員

今
後
、
消
防
団
員
の
大

半
が
40
歳
代
に
な
る
と

聞
い
た
が
、
団
員
確
保

の
見
通
し
は
。

総
務
課
長

40
歳
代
が
52
％
で
あ
り
、

高
い
年
齢
ま
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
処

遇
を
改
善
し
て
い
く
。

ま
た
、
退
団
後
も
消
火

協
力
隊
で
お
願
い
し
て

い
く
。

荒
嶽　

晋
議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
の

周
知
と
住
民
へ
の
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
講
習

の
予
定
は
。

総
務
課
長

住
民
へ
の
再
周
知
を
行

な
い
、
４
月
に
消
防
団

の
組
織
再
編
成
を
す
る

の
で
、
上
球
磨
消
防
署

に
講
習
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
は
上

球
磨
消
防
組
合
Ｈ
Ｐ
で

確
認
で
き
る
。

成
尾
和
英
議
員

人
間
ド
ッ
ク
を
主
体
に

す
る
考
え
方
か
ら
集
団

検
診
の
時
期
を
４
月
か

ら
変
更
し
た
の
か
。

担
当
保
健
師

自
営
業
の
方
等
の
繁
忙

期
を
避
け
、
受
診
し
や

す
い
12
月
上
旬
に
変
更

し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
の

補
助
体
制
も
手
厚
く
し
、

受
診
し
や
す
い
環
境
を

整
え
た
。

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

予算審査特別委員会を設置　
予算審査特別委員会
　3月10日の定例会初日、議長の提案により委
員会を設置。
　委員長に杉

す ぎ の

野久
ひ さ し

志議員、副委員長に小
お が わ

川恵
めぐみ

議
員を選出し、課毎に審議を行った。
　全課の審議終了後、各会計の予算案について
一括で採決をした結果、全員賛成にて原案のと
おり決定することとした。
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杉
野
貴
文
議
員

介
護
予
防
拠
点
健
康

支
援
事
業
や
健
康
運

動
指
導
事
業
な
ど
に

取
り
組
む
予
算
措
置

と
な
っ
て
い
る
が
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と

介
護
予
防
の
目
的
か

ら
も
今
年
８
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
旧
湯
山

小
学
校
を
利
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン

ス
事
業
な
ど
と
連
携

し
て
行
え
る
事
業
の

構
想
は
あ
る
か
。

担
当
保
健
師

介
護
予
防
拠
点
健
康

支
援
事
業
と
現
在
、

各
地
区
の
公
民
館
で

行
っ
て
い
る
通
い
の

場
づ
く
り
事
業
の
体

力
測
定
は
、
栄
養
指

導
も
含
め
ス
ポ
ー
ツ

サ
イ
エ
ン
ス
施
設
を

利
用
す
る
。
そ
の
他

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取

り
組
み
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
所
管
の
地
方
創

生
推
進
課
と
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

杉
野
貴
文
議
員

３
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
て
い
る
宅
地
の
現

在
の
基
準
地
評
価
額

は
い
く
ら
か
。

担
当
職
員

評
価
は
業
者
に
委
託

し
て
お
り
、
岩
野
地

区
上
楠
の
基
準
地
が

４
，７
５
０
円
／
㎡
、

湯
山
地
区
下
覚
井
が

３
，６
５
０
円
／
㎡

と
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
、
見
直
し
と
な

る
評
価
額
は
、
微
減

す
る
か
も
し
れ
な
い

が
据
え
置
き
の
見
通

し
で
あ
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の

手
続
に
つ
い
て
、
人

吉
市
で
は
事
務
の
簡

素
化
と
い
う
こ
と
で
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活

用
し
写
真
と
位
置
情

報
を
デ
ー
タ
で
確
認

し
て
い
る
が
、
取
り

組
む
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

駆
除
隊
に
は
高
齢
の

方
が
多
い
た
め
、
ア

プ
リ
を
使
え
る
か
ど

う
か
、
隊
長
会
議
で

検
討
し
た
い
。

杉
野
貴
文
議
員

商
工
会
商
品
券
助
成

事
業
予
算
を
増
額
し

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％

で
実
施
す
る
よ
う
だ

が
購
入
限
度
額
は
ど

う
す
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

今
回
、
プ
レ
ミ
ア
ム

率
を
20
％
か
ら
30
％

に
引
き
上
げ
、
一
人

あ
た
り
の
限
度
額
を

４
万
円
か
ら
２
万
円

に
す
る
こ
と
で
、
広

く
行
き
わ
た
る
よ
う

に
し
た
い
。

米
本
宗
徳
議
員

水
道
凍
結
防
止
水
栓

の
こ
れ
ま
で
の
補
助

金
交
付
実
績
は
。

建
設
課
長

３
月
12
日
現
在
、
40

件
。

凍
結
に
よ
り
水
道
管

が
破
裂
し
た
場
合
の

修
繕
費
よ
り
設
置
費

用
の
方
が
安
く
済
み
、

住
民
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
が
こ
の
制
度

が
周
知
不
足
で
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
設

置
を
推
奨
し
て
欲
し

い
。

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

提
言

建
設
課
関
係
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小
川　

恵
議
員

渇
水
期
の
水
不
足
に

対
す
る
対
応
は
。

建
設
課
長

岩
野
地
区
は
谷
水
が

水
源
で
あ
る
た
め
水

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
、
地
下
水
源
の

試
掘
と
配
水
管
の
更

新
を
行
い
安
定
確
保

に
努
め
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

危
険
空
き
家
等
除
却

推
進
事
業
補
助
金
で

は
、
上
限
50
万
円
５

件
分
の
予
算
措
置
だ

が
、
補
助
上
限
の
増

額
検
討
は
。

担
当
職
員

上
限
50
万
円
は
ふ
る

さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
祝

金
を
基
準
と
し
て
い

る
。
今
後
、
空
き
家

の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
エ
リ
ア
を

指
定
し
た
補
助
金
増

等
の
検
討
を
行
い
た

い
。杉

野
貴
文
議
員

ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
、

ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、

サ
ク
ラ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン

ス
施
設
の
指
定
管
理

料
を
含
む
維
持
管
理

費
に
も
充
当
さ
れ
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
寄

附
金
は
、
投
資
的
事

業
へ
の
運
用
は
考
え

ら
れ
る
が
、
制
度
上
、

恒
久
財
源
で
は
な
い

の
で
施
設
の
維
持
管

理
費
等
へ
の
運
用
は

慎
重
に
判
断
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

担
当
職
員

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
等
の
収
益
を
活
用

し
、ふ
る
さ
と
寄
附
金

に
頼
ら
な
い
よ
う
な

運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
…
企

業
な
ど
が
対
価
を
払
う
こ

と
で
公
共
施
設
等
に
自
社

名
な
ど
を
冠
し
た
愛
称
を

付
け
る
権
利（
施
設
命
名
権
）

杉
野
久
志
議
員

体
験
学
習
田
の
借
り

上
げ
が
、
昨
年
は
岩

野
と
湯
山
の
２
ヶ
所

で
あ
っ
た
。
今
年

１
ヶ
所
は
学
園
内
を

利
用
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
何
か
理
由

が
あ
る
の
か
。

教
育
課
長

湯
山
で
は
米
、
岩
野

で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を

作
っ
て
い
た
。
距
離

が
あ
り
低
学
年
の
児

童
が
経
過
観
察
に
畑

ま
で
行
け
な
か
っ
た
。

学
園
の
校
舎
と
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
間
の
花

壇
を
利
用
す
る
の
で

観
察
し
や
す
く
な
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

県
か
ら
推
奨
さ
れ
た

英
語
の
ア
プ
リ
を
、

今
後
も
使
い
続
け
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
様
な
ア
プ
リ
で

誰
が
利
用
し
て
い
る

の
か
。

教
育
課
長

エ
ル
サ
と
い
う
名
称

で
、
生
徒
と
Ａ
Ｉ
が

会
話
で
き
、
文
章
の

流
れ
や
発
音
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
指
示
を

出
し
て
く
れ
る
ア
プ

リ
。
人
間
相
手
で
は

な
い
の
で
、
恥
ず
か

し
さ
も
な
く
話
し
や

す
い
。
こ
の
ア
プ
リ

で
訓
練
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会

話
に
繋
げ
て
い
く
。

地
方
創
生
推
進
課
関
係

教
育
課
関
係
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議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
議案

第１号
水上村固定資産評価審査委員会委員の選任同意に
ついて 高瀬地区甲

か い

斐 陽
よ う こ

子氏を選任 同　意
（全員賛成）

議案
第２号

水上村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について

賦課方式変更に係る条例の一部改
正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

消防団の組織再編に係る条例の一
部改正

可　決
（全員賛成）

議案
第４号

水上村介護保険条例の一部を改正する条例の制定
について

令和 8 年度保険料に係る減免の特
例を設ける条例の一部改正

可　決
（全員賛成）

議案
第５号

水上村公園施設条例の一部を改正する条例の制定
について

公園施設の撤去に係る条例の一部
改正

可　決
（全員賛成）

議案
第６号

水上村工場等設置奨励条例の一部を改正する条例
の制定について

引用告示の改定に係る条例の一部
改正

可　決
（全員賛成）

議案
第７号

水上村新型コロナウイルス感染症対策基金条例を
廃止する条例の制定について

新型コロナ感染症対応臨時交付金
を活用した商工業者向け利子補給
事業の終了に係る基金の廃止

可　決
（全員賛成）

議案
第８号

水上村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の制定について

特定乳児等通園支援事業の運営基
準を定める条例の制定

可　決
（全員賛成）

議案
第９号 財産の処分について（村有林） 村有林の間伐に係る立木の処分 可　決

（全員賛成）
議案

第10号
工事請負変更契約の締結について

（陸上競技場用地造成工事１工区）
陸上競技場用地造成工事１工区に
係る変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第11号 村道の廃止について（高城小学校線） 陸上競技場整備に係る村道高城小

学校線の廃止
可　決

（全員賛成）
議案

第12号 村道の廃止について（小学校神揚線） 陸上競技場整備に係る村道小学校
神揚線の起点変更による廃止

可　決
（全員賛成）

議案
第13号 村道の廃止について（覚井高城線） 陸上競技場整備に係る村道覚井高

城線の廃止
可　決

（全員賛成）
議案

第14号 村道の認定について（小学校神揚線） 陸上競技場整備に係る村道小学校
神揚線の起点変更による認定

可　決
（全員賛成）

議案
第15号 村道の認定について（覚井馬場線） 陸上競技場整備に係る村道覚井馬

場線の認定
可　決

（全員賛成）
議案

第16号
県営農業競争力強化農地整備事業に係る分担金額
の決定について（諏訪溝・小屋谷溝）

岩野地区（諏訪溝・小屋谷溝）の
圃場整備等に係る分担金の決定

可　決
（全員賛成）

議案
第17号

団体営農業農村整備事業（農業水路等長寿命化・
防災減災型）に係る受益者負担金額の決定につい
て

湯山地区（高澄溝）の用水路改修
測量設計に係る分担金の決定

可　決
（全員賛成）

議案
第18号 水上村辺地総合整備計画の変更について 水上村辺地総合整備計画の変更 可　決

（全員賛成）
議案

第19号 水上村過疎地域持続的発展計画の策定について 水上村過疎地域持続的発展計画の
策定

可　決
（全員賛成）

議案
第20号 水上村商工会員の借入資金に関する預託について 水上村商工会員の借入資金に関す

る預託
可　決

（全員賛成）

議案
第33号

水上村スポーツサイエンス施設条例の制定につい
て

旧湯山小学校を活用したスポーツ
サイエンス施設の設置に関する条
例の制定

可　決
（全員賛成）

議案
第34号

工事請負変更契約の締結について
（旧湯山小学校改築工事）

旧湯山小学校改築工事に係る変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議員派遣の件 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）



�� ઎๺㧢ᐕ㧟᦬   no.652ᐢႎ

　歳入歳出予算の総額から８, ８８１万円を減額し、総額を６７億７, １００万円とするも
の。物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した水上村経済回復活性化事業（みず
かみ生活応援券）９２３万円、旧湯山小学校改築工事７, ９００万円などを追加し、年度末
の事業精算に伴い予算を減額したもの。

令和７年度水上村一般会計補正予算
（第９号）

　収益的収入及び収益的支出の総額をそ
のままとし、その内訳を変更するもの。
　併せて、資本的収入の総額から３６０万
円を減額し、総額を１億２,３０８万６千円
とし、資本的支出の総額から５８６万７千
円を減額し、総額を１億５,０７１万２千円
とするもの。

令和７年度水上村下水道事業
会計補正予算（第２号）

　収益的収入の総額に１１万２千円を追加
し、総額を６,１７９万９千円とし、収益的
支出の総額に２０２万５千円を追加し、総
額を７,５５４万６千円とするもの。
併せて、資本的収入の総額から５１万４千

円を減額し、総額を８,１４８万６千円とし、
資本的支出の総額に１１万２千円を追加し、
総額を９,９５５万８千円とするもの。

令和７年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第４号）

－ 公営企業会計補正予算 －

　歳入歳出予算の総額から９５７万６千円を
減額し、総額を２億７,４３１万７千円とする
もの。

令和７年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

　歳入歳出予算の総額から１３８万２千円を
減額し、総額を４,８５０万６千円とするもの。

令和７年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

－ 特別会計補正予算 －

－ 一般会計補正予算 －

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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臨 時 会回第 １
　令和８年第１回臨時会が２月３日（火）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第２号 工事請負変更契約の締結について（水上
村陸上競技場用地造成工事２工区）

水上村陸上競技場用地造成工事２
工区に係る変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

臨 時 会回第 ２
　令和８年第２回臨時会が３月３０日（月）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

　歳入歳出予算の総額に３００万円を追加し、総額を６６億３, ２５５万９千円とするも
の。衆議院議員総選挙に伴う経費３００万円が追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第７号）※専決処分を承認

　歳入歳出予算の総額に２億２, ７２５万１千円を追加し、総額を６８億５, ９８１万円
とするもの。ふるさと応援基金積立金１億円、ふるさと寄付金事業費１億２, ７２５万１
千円が追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第８号）

　歳入歳出予算の総額に４, ５２０万２千円を追加し、総額を６８億１, ６２０万２千
円とするもの。減債基金積立金５千万円、国民健康保険特別会計（直診勘定）繰出金
１９０万９千円などが追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第10号）

　歳入歳出予算の総額を１, ０２３万３千円そのままとし、財源の補正を行うもの。

令和７年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）
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本
村
で
は
、
水
上
学
園
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
や
高
校
等
へ
進
学
し

た
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
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を
軽
減

す
る
た
め
、
様
々
な
教
育
支
援
が
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じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
保
護
者
の
申
請

を
必
要
と
し
な
い
給
食
費
の
無
償
化
と
修

学
旅
行
費
補
助
金
の
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や
内
容
に
つ
い

て
、
周
知
は
行
き
届
い
て
い
る
の
か
。

修
学
旅
行
関
係
に
つ
い
て
、
今
年
、

水
上
学
園
の
全
児
童
生
徒
の
保
護

者
を
対
象
に
そ
の
制
度
や
費
用
負
担
の
在

り
方
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
約
7
割
の
方
か
ら
回
答
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
修
学
旅
行
費
用

の
保
護
者
負
担
が
総
額
の
3
割
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
約
3
割
の
方
が
知
ら
な
か
っ

た
と
回
答
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
、
学
校
、
地
域
で
は

児
童
生
徒
が
郷
土
愛
を
育
む
教
育

方
針
と
し
て
何
を
掲
げ
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

国
や
県
・
本
村
教
育
委
員
会
の
方

針
を
も
と
に
、
水
上
学
園
が
作
成

す
る
学
校
経
営
案
の
中
で
郷
土
愛
を
育
む

ふ
る
さ
と
学
習
「
水
上
学
」
を
掲
げ
、
そ

の
実
践
と
し
て
、
水
上
っ
子
タ
イ
ム
ト
ン

ネ
ル
や
職
場
体
験
、
子
ど
も
議
会
、
文
化

祭
で
の
発
表
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
や
様
々
な
教
育

支
援
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
本
村
の
意
思
の
表
れ
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
施
策
の
趣

問問問 答

Ｑ．本村独自の教育支援を
　　生徒自身が学ぶことは

Ａ．自己肯定感や郷土愛を
　　育むことにもつながる
　　のではないか

旨
や
背
景
を
生
徒
自
身
が
学
ぶ
こ
と
は
、

地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
実
感
を
持
ち
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
将
来
の
地
域
参
画
意

識
を
育
む
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
教
育
的
観
点
か
ら

の
見
解
を
伺
う
。

一
定
程
度
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る

が
、
教
育
的
観
点
か
ら
見
る
と
公

共
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
地

域
へ
の
信
頼
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
近
年
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
に
不
足
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
自
己
肯
定
感
や
郷
土

愛
を
育
む
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

生
徒
た
ち
が「
総

合
的
な
学
習
の

時
間
」等
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
議
会
や
租
税
教

育
と
合
わ
せ
て
、「
村

の
予
算
と
教
育
支
援
を

学
ぶ
」授
業
を
展
開
で

き
な
い
か
。

役
場
の
様
々
な

取
り
組
み
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
し
く
学

ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
も
学
び

を
深
め
、
一
人
ひ
と
り

が
感
じ
る
こ
と
、
伝
わ

る
こ
と
が
よ
り
多
く
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。
ま
た
、

７
年
生
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
次
の
８
年

生
、
そ
の
ま
た
次
の
９
年
生
と
継
続
し

て
学
び
続
け
る
こ
と
で
理
解
も
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
今
後
は
、
授
業

時
数
の
関
係
も
あ
り
、
学
園
と
も
協
議

が
必
要
で
は
あ
る
が
、
積
極
的
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答

村の現状！今後の見通しは !!

杉野　貴文 議員

答答 問

≪教育課関係　補助事業等概要≫ 令和８年３月10日現在

№ 事業名 事業開始
年月 目的・趣旨 保護者申請

要・不要

1 学校給食費無償化 H27.10 保護者の負担軽減を図るとともに、子育て支援
及び教育の充実に資することを目的 不要

2 高等学校等通学
費等支援補助 H28.04 水上村から高等学校等に通学する生徒に係る経

済的負担の軽減を図り、子育て支援を目的 要

3 義務教育学校修
学旅行費等補助 H28.04 保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援を拡

充することを目的 不要

4 語学検定料（英
検・漢検）補助 H31.04

義務教育学校に在籍する児童生徒の語学力及び
学習意欲の向上を図るため、英語技能検定及び
漢字能力検定に係る検定料の保護者負担を軽減

要

5
家庭学習等のた
めの通信費等支
援補助

R02.10

学校の臨時休業等の緊急時において、ＩＣＴの
活用によって、児童生徒が家庭等にいても学び
を保障できる環境を整備し、遠隔授業を進める
ためインターネット通信費等の一部を補助

要

6
語学研修事業補助
（旧　海外ホーム
ステイ事業）

R07.04
制度改正

語学研修を通じて語学力の向上、国際感覚を養
い、国際社会に対応できる人材の育成を図るた
め、研修参加に係る経費の一部を補助

要

7 水上っ子みらい
応援助成金 R07.04

将来を担う人材育成に係る家庭の経済的負担の
軽減を図り、子育て世代のライフステージに応
じた切れ目ない支援を目的として補助

要
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水上村議会・水上村上京要望報告
主要事業の着実な推進に向けて要望書を提出

議会は「住民のひろば」
対話から始まる持続可能な地域づくり

　２月17日（火）から18日（水）にかけて本村議会議員全員と中嶽村長で国土交通省を訪
れ、金子恭之国土交通大臣への要望活動を行いました。
　なお、本村の主軸事業を盛り込んだ「地域振興に係る提案及び要望書」の要望内容は次の
３項目です。
１．道路事業の整備促進
２．簡易水道施設整備
３．市房ダム湖周辺等整備
　中嶽村長が本村の抱える課題を踏まえた要望書の内容を説明し、事業の早期実現に向け
た支援を求めるとともに、今後の取組に関する有意義な意見交換を行いました。
　今後も、村民の安全・安心の確保と地域の持続的発展に向け、関係機関との連携を図っ
てまいります。

　１月20日（火）、熊本県町村議会議長会主催による議員研修会が開催され、「地方創生の
ゆくえと議会の役割」について、オンライン講演を受講した。
　講師の青山彰久氏は、人口減少という転換期の今こそ、国に頼るだけでなく私たち自身
の手で暮らしを良くしていく「地域主義」へ
の転換が重要だと指摘。
　議会が住民の声を生かす「住民のひろば」
として機能し、持続可能な地域づくりのエ
ンジンとなる必要性を強調した。また、社
会行動、環境、労働法、現代倫理について
学び、人とのつながりや安心できる場づく
り、環境問題への向き合い方、働く人を守
る仕組み、デジタル社会での判断など、村
の行政運営に生かせる多くの気づきを得る
研修となった。

演題：地方創生のゆくえと議会の役割
講師：ジャーナリスト　青

あおやま

山 彰
あきひさ

久　氏

金子大臣への要望書提出の様子

オンライン形式で実施された研修の様子
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水災害の頻発化・激甚化に対応するためには！
気候変動を踏まえた計画へ見直し

全国町村議会議長会の国に対する重点要望を研修
議員のなり手不足対策が急務

　２月６日（金）、球磨郡町村議会議
長会主催の議員研修会が錦町役場大
会議室で開催され、全議員で参加し
た。
　講演では、昨今の短時間降雨の発
生回数の増加や台風の大型化、土砂
災害発生の頻発化などに触れ、過去
の降雨実績に基づく治水計画から降
雨量の増加などを考慮した計画に見
直し、あらゆる関係者が協働し流域
治水を進める必要性の説明があった。
　また、川辺川の流水型ダムの整備
スケジュールや技術的検討のプロセ
スの説明もあった。

演題：治水対策とインフラDX
講師：国土交通省大臣官房技術調査課　齋

さいとう

藤 正
まさのり

徳　氏
　　　（前川辺川ダム砂防事務所長）

　２月24日（火）、上球磨正副議長
会主催による「健康づくり交流会及
び議会議員研修会」がゆのまえグ
リーンパレス、水上村岩野公民館大
研修室で開催され、全議員で参加し
た。
　講演では、熊本県町村議会議長会
事務局長の古家陽介氏を講師に、全
国町村議会議長会の重点要望でも
ある「議員のなり手不足対策」に関
し、議員報酬や定数問題、議会議員
の請負状況など、926町村議会のア
ンケート調査結果を基に問題解決
に向けた研修があった。
　また、健康づくり交流会では４町
村議会対抗グラウンドゴルフ大会が開催され、本村議会が優勝を飾った。

演題：町村議会をめぐる昨今の動向
講師：熊本県町村議会議長会事務局長　古

ふるいえ

家 陽
ようすけ

介　氏

研修を受ける球磨人吉の議員の様子

研修を受ける上球磨の議員の様子
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熊本県町村議会議長会自治功労者表彰受賞
（特別表彰：議員として在職 30年以上）

議会議長　　那
な す

須 良
りょうさく

策　氏
　本村議会議長の那須良策氏が、熊本県町村議会
議長会自治功労者表彰特別表彰を受賞され、２月
20日（金）に伝達が行われました。
　那須議長におかれましては、平成７年５月から
30 年間にわたり、本村行政の発展のため多大なる
ご尽力をいただいております。この度の功績に敬
意と感謝を申し上げると ともに、那須議長の今後
益々のご活躍を心より祈念いたします。 表彰を受ける那須良策議長

議員視察研修
　２月18日（水）、全議員と中嶽村長で千葉大
学柏の葉キャンパスにある千葉大学環境健康
フィールド科学センターの視察を行い、「株式
会社ハンモ」代表取締役社長の嶋

しまむら

村茂
しげはる

治助教授
に施設内での研究や取り組みについて説明を
受けた。
　これから本村の旧岩野小学校の教室を活用
して栽培が予定されている、イチゴやワサビ
の水耕栽培の研究がなされていた。

編
集
後
記

　
「
目
に
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
」

の
句
が
思
い
浮
か
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
陽
光
に
若
葉
が
映
え
る
眩
い
新
緑

に
心
が
和
み
、
さ
わ
や
か
な
風
に
初
夏

の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
で
す
。
ほ
と
と
ぎ

す
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
も
、
初

鰹
と
聞
く
と
つ
い
食
卓
の
こ
と
が
気
に

な
る
の
は
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
楽
し

み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。江
戸
時
代
、

初
物
を
熱
狂
的
に
好
ん
だ
江
戸
の
人
々

に
と
っ
て
、
旬
の
鰹
は
別
格
も
別
格
。

江
戸
八
百
八
町
で
は
、
毎
年
、
誰
が
初

鰹
を
買
う
の
か
興
味
津
々
で
、
そ
れ
を

食
べ
る
こ
と
が
江
戸
っ
子
の
粋
の
証
と

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
初
物
七
十
五
日
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
年
に

初
め
て
出
回
る
旬
の
も
の
を
食
べ
る
こ

と
で
75
日
寿
命
が
延
び
る
と
信
じ
ら
れ

て
も
い
た
そ
う
で
す
。
自
然
も
食
も
旬

を
大
切
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
議

会
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
課
題
の
旬
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。
時
機
を
逸

す
る
こ
と
な
く
、
住

民
の
皆
さ
ま
と
向
き

合
い
な
が
ら
丁
寧
な

議
論
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。広

報
特
別
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